
新技術の概要

近赤外光によって励起される新規な光線力学療法用光増感剤

用途分野

特許情報

本技術のアピールポイント

本発明は、がん特異的タンパク質に結合する基を有し、近赤外光によっ
て励起される光感受性物質を含有することを特徴とする光線力学療法用
光増感剤に関するものである

本発明の光増感剤は、正常組織にほとんどダ
メージを与えることなく、腫瘍組織を壊死させ
ることができる
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大腿部にがん移植マウスを用いた治療実験では、Talaporfin sodium（レ
ザフィリン）を投与したマウス群では、いずれもがんは収縮するものの周
辺組織への損傷が酷く、実際に足を引きずりながら歩くのに対し、本発明
の化合物を投与したマウス群ではそのような損傷は確認されなかった

本発明

従来技術


	近赤外光によって励起される新規な光線力学療法用光増感剤

